
平成２８年度 第３回公立大学法人公立鳥取環境大学教育研究審議会 議事要旨 
 

○ 日 時 平成２８年１０月２７日（金） ９：００～１１：００   
○ 場 所 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者   高橋一委員、今井正和委員、小林槇太郎委員、岡崎誠委員、吉永郁生委員、 

齊藤明紀委員、北﨑寛委員、片木威委員、角紀代恵委員、木下法広委員、 
田中仁成委員、中島廣光委員 
 [12 名/15 名] 

○ 欠席者  小林朋道委員、冨岡庄一委員、山本仁志委員 
 

【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

  原案のとおり承認された。 

 

２ 協議事項 

（１）県内出身学生への就学支援制度について 

学長から、本学は、公立大学の中で、入学者に占める県内出身者の割合が極めて低いこと及び

評価委員会からこのことについて指摘を受けていること等について説明があり、現在、検討して

いる県内出身学生への就学支援制度について委員から意見を伺った。 

 

＜主な意見等＞ 

・通学や下宿に対し支援したとしても、県内学生や保護者の意識が大学に向くかどうか疑問が

ある。 

・近隣の公立大学より地元入学者が少ない理由をどのように分析しているのか。 

→ 環境学部は全国から学生が集まってきている。経営学部は近隣からの学生が多く、地元

は３割程度となっている。県内では過去のイメージが払拭できていないこともあると考え

る。 

・支援制度を否定するものではないが、制度だけの話ではなく、大学の特色や魅力作りと併せ

て検討すべきであって、ちょっと筋違いであると感じている。 

 → 少しわかりにくい部分もあると思うが、そうした観点から昨年度カリキュラム改革に取

り組んだ。 

・個人的な意見であるが、大学としてはこのままで良いと考えており、設置者が地元学生を増

やしたいと考えるのであれば、設置者が奨学金等の支援を行うのが本来であると思う。 

・データを見ると県内志願者の割合を県内入学者の割合が上回っているため、地元志願者にと

って大学の魅力は上がってきていると言えると思う。支援制度については、生活支援よりも

授業料減免の方がインパクトが大きいと考える。 

・地元学生の割合について、設置者がどの程度が適正と考えているのか確認した上で、財政的

負担や費用対効果ついて考える必要があるのではないか。 

・全国に打って出る環境学部、地域経済を支える経営学部というように学部毎の対応を考えて

みるのも良いのではないか。 

・入学時に販売しているパソコンを無償貸与するような支援も可能なのでは。 

・地元学生の増や卒業生の地元定着のため、設置者は環境関連の企業を誘致する努力をしてほ

しい。 



・僅かではあるが、鳥取県に魅力を感じて本学を選んだ県外者もおり、大学があることによる

全国へのアピール効果がある。 

 

３ 報告事項 

（１）近況報告 

学長から、実験研究棟の供用開始など大学の近況について報告があった。 

＜主な意見等＞ 

・鳥取市ではグローバル人材育成のため、中学生を短期間シンガポールに派遣する事業に取り

組んでおり、大変成果があった。英語村と連携・協力をお願いしたい。 

また、教職課程や教員採用の関係もあるため、中学校と大学との交流について考えてみては

どうか。 

→ 市教委と意見交換する機会を設けることを考えてみたい。 

 

（２）平成２８年度補正予算（第２回）について 

学長から、不足しているゼミ室を仮設整備する経費に係る平成２８年度補正予算案件について

報告があった。 

 

（３）翌年度以降の債務負担行為について 

学長から、複写機リースの複数年契約などに係る債務負担行為案件について報告があった。 

 

（４）平成２９年度予算編成方針について 

学長から、平成２９年度当初予算に係る編成方針について、公立大学法人公立鳥取環境大学評

価委員会の評価及び対応する取組事項等について報告があった。 

＜主な意見等＞ 

・大都市圏では、ごく当たり前の課題として性同一性障害等への配慮等が行われているが、本

学の課題としても掲げてみてはどうか。 

・地域連携の相談窓口はどこになるのか。 

 → 地域イノベーション研究センター、まちなかキャンパス及び事務局企画広報課の３箇所

が対応している。 

・情報セキュリティーの問題は全国の大学が頭を悩ませているところで、アウトソーシングに

取り組むと言うことであれば速やかな対応が必要と考える。また、学生に対し、情報リテラ

シーなどのＩＴ関連の教育に取り組んでほしい。 

 

（５）専任教員の採用及び昇任について 

   学長から、１０月１日付けの教員の採用及び昇任について報告があった。 

 

（６）平成２７年度公立大学法人公立鳥取環境大学業務実績評価について 

学長から、公立大学法人公立鳥取環境大学評価委員会による平成２７年度業務実績評価につい

て報告があった。 

 

（７）平成２８年度第１回公立大学法人公立鳥取環境大学学長選考会議の概要について 

副理事長から、先に開催された第１回公立大学法人公立鳥取環境大学学長選考会議の概要につ

いて報告があった。 



 

４ その他 

今後の審議会日程について報告した。第４回は１月２６日（木）午前、第５回は、３月１６日（木）

午前に開催予定。 

 

５ 閉 会 

 


